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エヌ・シー・エル・コミュニケーション株式会社が 

次世代ネットワーク機器ベンダーに出資 

 

記 
 

当社の連結子会社であるエヌ・シー・エル・コミュニケーション株式会社（以下「NCLC」 本社：東京都港

区代表取締役社長： 関根 尚）が、この度米国 Pica8 （ピカエイト）社（Pica8 Inc. 本社：カリフォルニア州）

に事業パートナーの中で唯一出資いたしましたので、添付のとおりお知らせいたします。 

 

Pica8 社はクラウドコンピューティングに対応した次世代ネットワーク機器ベンダーです。４月５日のリ

リースでご案内のとおり、NCLC は Pica8 社と代理店契約を締結し、次世代ネットワーク機器であるOpenFlow 対

応スイッチの販売を開始しております。また、８月には株式会社 NTT データと提携し、NTT データの管理ソフト

ウェアとPica8のスイッチを組み合わせた仮想ネットワークソリューションの提供を開始しております。 

 

NCLC は今回の出資により Pica8 社との戦略的提携関係をさらに強化し、次世代ネットワーク分野を積極的に

開拓していきます。 

 

【関連記事】 

・「エヌ・シー・エル・コミュニケーション株式会社がクラウド対応の次世代ネットワーク機器ベンダーと代

理店契約を締結」（平成24年４月５日） 

・「エヌ・シー・エル・コミュニケーション株式会社が株式会社NTTデータと提携」（平成24年８月28日） 

 

以上 

http://www.techmatrix.co.jp/ir/pdf/ir20120405.pdf
http://www.techmatrix.co.jp/ir/pdf/ir20120405.pdf
http://www.techmatrix.co.jp/ir/pdf/ir20120828.pdf
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Press Release 
2012年 10月 10日 

エヌ・シー・エル・コミュニケーション株式会社 
 
 

NCLC、SDNのリーディングベンダーである米 Pica8社に出資 

事業パートナーとして唯一、投資ラウンドに参加 

OpenFlow / SDN ソリューションの発展に向けて、戦略的提携関係をさらに強化 

 

エヌ・シー・エル・コミュニケーション株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長 関根 尚、以下 NCLC）は、

米バンテージポイント・キャピタル・パートナーズ（VantagePoint Capital Prtners）を中心とする VC（ベンチャー

キャピタル）と共に、2012年 10月 1日付で、SDNのリーディングベンダーである米Pica8（ピカエイト）社（Pica8 

Inc. 本社：カリフォルニア州）に出資したことを発表いたします。 

NCLC は、今年 3 月、Pica8 社と代理店契約を締結し、同社の OpenFlow 対応スイッチを日本市場にいち早く

投入しましたが、今回の投資ラウンドでは、VC 以外では、事業パートナーとして世界で唯一 NCLC が参加しま

した。NCLC は、SDN ソリューションによりネットワークを革新するというビジョンを共有しながら、Pica8 社との

戦略的な提携関係をさらに強化し、OpenFlow/SDN のリアルなソリューションを日本市場において積極的に展

開します。 

 

クラウドコンピューティングの活用が本格化する中、ソフトウェアによって柔軟にネットワークの定義・運用・変

更・リリースが可能となる SDN (Software Defined Network)が注目されており、その代表的な制御技術である

OpenFlowによるイノベイティブなアプリケーションの実現が期待されています。 

Pica8 社(2009 年設立)は、仮想化技術の遅れや、スケーラビリティの限界性、高価で複雑な運用性など、クラ

ウド時代のボトルネックとなっている現代のネットワーク技術を変革し、イノベーションを加速化させるためには、

まずネットワークシステムをコモディティ化することが不可欠であるという考えから、低価格かつオープンである

ことを重視し、高性能のコマーシャルチップと OSS（オープンソースソフトウェア）を組合せた L2 / L3 スイッチ

「Pronto（プロント）」シリーズを開発しました。同製品は OSS ベースの完全なマルチプロセス/マルチモジュール

アーキテクチャのスイッチ OS（XORPlus）を搭載し、データセンター向けにパフォーマンス、拡張性、安定性を

向上させるための最適なソフトウェアチューニングが施されていると共に、レガシーなネットワークの課題を解決

し技術変革を推進する OpenFlow を完全実装する次世代型ハイブリッドスイッチです。Pica8 社は、既に

OpenFlow の商用サポートも実施しており、OpenFlow/SDN の実証実験や試験導入をする企業・大学を積極

的に支援すると共に、様々なプロジェクトを通じて蓄積された実証実験のノウハウをベースに、リアルで実効的

な SDN ソリューションを展開しています。 

今回の資金調達は、Pica8 社にとっては、シリーズ A の投資ラウンドであり、OpenFlow/SDN ソリューションの

普及を加速するために、開発、販売、マーケティング、およびサポート体制を強化するものです。 

 

OpenFlow/SDNは、非常に速いスピードで技術が進化しているため、OpenFlowスイッチ側も、それに追従して

技術イノベーションのスピードを向上させることが必須です。また、OpenFlow/SDNソリューションが市場に受け

入れられるためには、既存のネットワークからの現実的なマイグレーションプランが必要であり、特に費用対効

果に優れたソリューションでなければならないと NCLCは考えます。 
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これに対して、Pica8 社は、従来のスイッチ OS と異なる完全なマルチモジュール/マルチプロセスのアーキテク

チャで設計された OS を搭載しており、従来にないスピードで、新機能を追加・拡張することが可能です。また、

従来の L2/L3 スイッチとのハイブリッドモードで動作することでマイグレーションパスを提供しながら、大手競合

他社メーカーの同クラス製品よりも 20%~60%低価格という革新的な価格を実現しており、OpenFlow/SDNソリ

ューションを本格的に普及させるための課題解決を可能にする最も有力なベンダーであるといえます。 

 

NCLC は、Pica8 社と提携すると同時に、SDN を推進する業界団体である Open Networking Foundation

（ONF）に参画しております。また、今年 8月には株式会社 NTTデータと提携し、同社の統合システム管理ツー

ル「Hinemos（ヒネモス）」と Pica8社の Prontoスイッチとを組み合わせた仮想ネットワークソリューションを提供

開始しました。 

NCLCは、今回の投資ラウンドへの参加により Pica8社との連携をさらに強化し、既存のネットワークの様々な

課題を解決するために、ビジョンや情報を共有しながら、様々な SDN アプリケーション分野に取り組み、

OpenFlow/SDN ソリューションのパイオニアを目指します。 

 

◆ Pica8社 創業者 兼 CEO James Liao (ジェームス・リアオ) 氏 のコメント 

「当社のスイッチソリューションは、発売以来、非常に短期間で多くの大手データセンターに導入されてきました。

今回の新ラウンドの投資により、お客様に対するサポート・サービスをより向上させることが可能となり、より幅

広いデータセンター市場に向けて製品を提供し、確固たる地位を確立することができます。 

VantagePoint Capital PartnersとNCLCなどの出資者からの支持を得たことによって、Pica8は、SDNを現在

のネットワークに起きているリアルな課題解決に適用することにおいて世界をリードしている日本市場に、SDN

ソリューションを導入するペースを加速化させることができます。NCLCは、SDN ソリューションの導入において

豊富な経験があり、これまでも Pica8社にとって重要なパートナーでしたが、今回、NCLCが投資に参加したこ

とは、SDN ソリューションに真剣に取り組んで行くという彼らの確たる意志を示すものであり、Pica8 のテクノロ

ジーを高く評価して信頼していることの表れでもあります。我々は、NCLC のようなパートナーと、より強力な協

力関係を継続することができて非常に光栄です。」 

 

 

 

■ Pica8社について 

http://www.pica8.org/ 

Pica8社（Pica8 Inc.）は 2009年に設立されました。デラウェア州に登記するDelawareカンパニーであり、本社

はカリフォルニア州パロアルトにあります。Pica8 社が目指すのは、SDN によって現代のネットワークが直面し

ている様々な課題を解決することであり、ネットワークのイノベーションスピードを飛躍期に高め、コモディティ化

とオープン化を推進することによって、高いコスト構造の現在のネットワーク産業構造を変革することです。 

 

■ エヌ・シー・エル・コミュニケーション株式会社について 

http://www.nclc.co.jp/ 

エヌ・シー・エル・コミュニケーション（略称 NCLC）は、海外 IT 製品の輸入・販売・保守ならびにプロダクトインテ

グレーション事業とシステムインテグレーション事業を行う IT の専門家集団です。1986 年に設立し、ネットワー

ク、セキュリティ、ストレージ等のクラウド時代のプラットフォームシステムを中心として、先進的かつユニークな

製品・ソリューションを拡充しており、 時代の潮流を見据えて、積極的に事業領域を拡大しています。 
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◇報道関係者 / 読者 お問い合わせ先 

エヌ・シー・エル・コミュニケーション株式会社   

基盤ソリューション事業部 

TEL：03-6229-8713  Email：pica8@nclc.co.jp 

※NCLC と Pica8は、OpenFlow/SDNのブログ(日本語)を公開していますので是非ご覧ください。 

http://www.nclc.co.jp/pica8_blog/ 

 

記載されているロゴ、会社名、製品・サービス名は、各社の登録商標または商標です。 
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